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我
閣
に
於
げ
る
「
祉
舎
事
業
」
白
質
際
的
概
念

第
四
十
三
谷

六
九
六

第
五
抗
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居時
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我
闘
に
於
げ
る
「
一
枇
曾
事
業
」
の
賓
際
的
概
念
l
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.駒

-
、
「
粧
曾
事
業
」
と
い
ふ
語

英
米
に
於
け
る

E
印
D
口

E

Jそ
2
r
=
h
n
m
c
n
E
∞
丘
町
=
門
町
二

F
Z
ご

い
の
と
同
様
じ
、
我
闘
に
於
て
「
吐
舎
事
業
」
と
い
ふ
語
が
今
日
の
如
〈
、
官
界
及
び
民
間
の
通
用
語
と
な
っ
た
の

は
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
少
〈
と
e
b
{日
醸
の
公
用
語
と
な
っ
た
の
は
米
騒
動
以
後
の
こ
と
で
あ
誌
に
併
し
英
米
に

ふ
D
n
E
〉

Z
E
E
R

と
い
ふ
語
が
比
較
的
新
し

於
て
そ
れ
ら
の
語
が
新
ら
し
く
生
ま
れ
た
-
も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
事
業
が
忽
然
と
し
て
生
れ
た
る
に
非
宇

し
て
、
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら

色町司
E
T
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河
内
沖
》
円
円
H

M

=

等
の
名
の
下
に
諸
種
の
戚
化
救
梼
改
良
事
業
が
行
は
れ
て
ゐ
た
如

t
、
我
固
に
於
て
も
「
枇
合
事
業
」
と

い
ふ
語
の
行
は
る
〉
に
至
っ
た
以
前
か
ら
も
、
勿
論
、
慈
善
と
か
賑
他
・
救
梼
・
救
育
・
救
助
等
の
名
の
下
に
そ
れ
ら

(註=一)

の
仕
事
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
唯
、
我
闘
で
は
大
正
の
始
め
頃
ま
で
は
官
憲
に
於
て
、
「
世
曾
し
と
い
ふ
語



ぞ
れ
は
恐
ら
く
「
枇
命
日
」
と
い
ふ
語
が
枇
合
主
義
と
一
一
服
相
通
や
る
も
の
あ
る
様
に

(
話
四
}

人
ム
ザ
に
戚
司
せ
し
め
だ
る
に
由
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
大
正
七
年
の
米
騒
動
以
後
世
命
日
立
法
や
施
設
に
劃
期
的

を
使
用
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。

躍
進
佐
一
不
す
に
至
り
、

「
枇
命
日
」
と
い
ふ
字
を
冠
し
た
「
枇
曾
事
業
」
と
い
ふ
語
が
公
冷
然
と
官
聴
語
と
な
っ
て
現
は

tL 

爾
京
市
今
日
に
奈
ち
て
何
人
・
も
こ
の
語
に
危
険
性
を
戚
ぜ
rt
る
の
み
か
、

一
枇
合
事
業
の
如
、
さ
は
枇
合
同
改
造
の
た

め
に
は
微
温
的
で
あ
る

3
へ
な
き
れ
る
に
至
っ
た
。

枇
命
日
思
想
の
念
激
な
る
理
化
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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博
愛

の
起
り
は
人
類
枇
曾
2
阿
様
に
古
い
も
の
で
あ
る
が
、

と
の
一
一
計
葉
は
漸
〈
一
一
十
世
知
に
入
っ
て
現
は

と
か

RE--ζ
コ
(
義
者
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と
か
の
干
に
い
ろ
ノ
¥
の
卒
業
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
が
、

そ

こ
の
沼
稲
川
r
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つ
如
何
に
し
亡
怖
を
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た
九
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ふ
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附
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で
あ
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池
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瑞
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空
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(
註
-
)
ろ
公
団
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n
E
'
f
z宮
内
三
井
一
い
ふ
請
は
英
酬
と
米
側
と
で
多
少
興
る
意
味
を
も
つ
が
、
英
倒
で
は
こ
の
諾
は
比
較
的
に
新
し
〈
、

以
前
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
習
と
す
れ
ば
去
三
己
E
P
3
1
4
3
(
博
愛
)
と
か

R
n
z
耳
目
許
可
ョ
(
慈
善
)
司
と
か
の
意
味
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
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宇

R
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の
獲
展
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ィ
そ
の
科
皐
的
・
憧
系
的
性
質
に
於
て
ロ
枇
合
的
害
悪
の
調
査

)

(

(

 

の
必
事
を
詑
〈
知
に
於
て
ハ
関
汎
な
る
碗
究
と
行
動
と
に
於
て
、
会
〈
新
し
い
意
味
を
も
っ
て
ゐ
る

0
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D
4
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包
古
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Z
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D
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担
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照
)
。
英
闘
に
は
こ
り

一
九

O
四
|
五
年
頃
に
は
遂
に
一
般
油
府
議
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

2
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町
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山
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あ
る
。

前
者
は

公
的
批
曾
事
業
を
、
後
者
は
私
的
枇
曾
を
指
す
が
、

公
的
一
一
枇
曾
事
業
を
指
す
り
に

民
同
M
ロr
-
M
O

〉

EZEnoww
止
い
ふ
語
も
使
は
れ
て
ゐ
る
。
(
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主
!
ム
唱
参
照
)
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(
註
三
)
い
山
口
正
氏
は
「
井
上
樺
士
は
明
治
四
十
二
年
に
公
に
さ
れ
た
劃
期
的
名
著
「
救
済
制
度
要
義
」
に
於
て
、

認
と
し
て
枇
曾
事
業
と
い
ふ
言
葉
を
用
ひ
、
b
れ
て
ゐ
る
が
、

自
分
自
身
の
言
葉
に
於
で
又
課

と
れ
が
我
同
問
。
闘
書
に
現
は
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
』
(
山
口

疋
一
位
曾
事
業
研
究
二
一
頁
)

と
い
ふ
。

こ
れ
が
詮
明
暗
は
暫
く
後
に
譲
る
。

我
同
に
於
け
る
「
一
舵
合
事
業
」
白
貸
際
的
概
念

第
四
十
ヨ
一
巻

ハ
九
七

第
五
競

iI.. 



我
闘
に
於
け
る
「
一
枇
A

明
日
事
業
」
白
一
貫
際
的
概
念

第
四
十
三
巻

六
九
八

第
五
披

i¥. 

(
註
二
)
ろ
矢
吹
慶
路
氏
は
「
顧
み
る
に
我
邦
に
於
け
る
金
剛
一
枇
曾
事
業
大
舎
は
明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
一
二
)
大
阪
市
に
於
て
内
閣
勧
業
博
覧
曾
開

催
の
際
、
始
め
て
開
催
さ
れ
た
の
が
元
で
、
後
ち
中
央
惑
蓄
協
曾
の
附
属
事
業
と
な
っ
た
。
然
る
に
第
一
悶
は
金
岡
惑
養
大
曾
と
い
ひ
、
第
二
岡
は
明

治
四
十
一
ニ
年
(
名
古
屋
)
金
凶
感
化
救
済
事
業
大
曾
、
第
三
岡
は
大
正
四
年
(
京
都
)
全
闘
世
田
善
事
業
大
曾
、
第
四
阿
は
大
正
六
年
(
東
京
)
金
岡
救
済
事
業

大
曾
、
第
五
同
は
大

E
九
年
(
東
京
)
始
め
て
会
同
祉
曾
事
業
大
曾
と
呼
ぶ
に
至
っ
た
。
今
此
大
曾
の
名
稲
の
援
選
を
翻
て
も
恰
も
我
闘
に
於
け
る
斯
業

に
劃
す
る
思
想
強
選
。
一
端
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
。
尤
も
之
れ
よ
り
先
き
伸
教
徒
批
曾
事
業
大
曾
は
大

E
一
一
一
年
二
九
一
間
)
に
既
に
此
名
穏
を
使
っ
て

ゐ
た
。
宗
弘
明
大
圏
中
が
大
正
六
年
に
一
位
曾
事
業
研
究
室
を
創
設
し
笠
七
年
に
其
問
主
式
を
行
ふ
た
云
々
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。
(
犬
吹
慶
航
氏
論
文
祉
曾
事

業
概
担
祉
曾
政
拍
車
大
系
第
三
巻
八

1
九
頁
品
世
間
日
)
但
し
枇
曾
必
業
と
い
ふ
名
組
、
が
え
正
コ
一
年
に
約
め
て
呪
は
れ
た
も
の
で
な
い
」
と
を
行
認
す
ベ
ヨ

一
ピ
め
品
。

(
註
二
)
吋
我
凶
に
於
て
法
文
の
上
に
「
一
位
曾
事
業
」
白
語
り
あ
ら
は
れ
し
も
の
を
み
る
に
、

大
正
九
年
三
月
十
王
日
地
内
皮
乙
第
一
一
一
一
銃
内
務
省
地
方
局
長
逝
牒
祉
曾
事
業
品
開
λ

ル
委
員
又
ハ
吏
員
等
設
置
参
考
資
料
怠
付
ノ
件

大
正
九
年
四
月
二
十
七
日
内
務
省
告
示
第
三
十
三
競
枇
曾
事
業
職
員
養
成
規
制
柾

大
正
十
年
六
月
一
日
内
務
省
告
示
第
百
銑
枇
曾
事
業
職
員
養
成
規
程

大
正
十
一
年
十
一
月
一
日
勅
令
第
四
百
六
十
競
枇
曾
局
官
制
中
の
第
一
保
第
十
四
項
に
「
其
ノ
他
社
曾
事
業
二
胸
ス
ル
事
項
」
と
、
又
、
同
第
十
二
位
町

第
五
項
に
も
「
他
諜
-
一
属
セ
ザ
ル
枇
曾
事
業
-
一
関
ス
ル
事
項
」
と
あ
る
。

大
正
十
三
年
一
月
二
十
九
日
内
務
省
訓
令
第
一
一
蹴
皇
太
子
殿
下
御
結
婚
ノ
離
=
際
シ
枇
曾
事
業
慕
金
ト
シ
テ
御
下
賜
金
ノ
件

・
大
正
十
一
二
年
一
月
二
十
九
日
枇
曾
後
二
部
第
一
四
競
枇
曾
局
長
官
詔
牒
、
世
曾
事
業
基
金
下
賜
、
祉
曾
事
業
功
勢
者
臨
時
働
ノ
件

大
正
十
四
年
一
月
八
日
枇
第
四
七
抜
山
口
勝
知
事
通
牒
「
御
大
鵡
ニ
隙
U

賑
惟
ノ
資
ト
シ
テ
御
下
賜
セ
ラ
レ
タ
ル
募
金
ノ
利
子
牧
人
=
閥
ス
ル
件
」
の

巾
に
「
之
ヨ

P
生
ズ
ル
利
子
収
入
川
之
ヲ
以
テ
緊
急
ナ
ル
各
話
相
祉
曾
事
業
ニ
闘
ス
ル
費
念
-
一
充
官
シ
抱
雑
化

u
v
、
7
1
N
枇
曾
問
題
ノ
併
決
-
一
資
シ
一
古

々
」
と
あ
る
。

大
正
十
四
年
二
月
十
二
日
臨
時
二
部
第
一
二

O
競
祉
曾
局
第
二
部
長
通
牒
、
一
枇
曾
事
業
-
一
閥
ス
ル
刊
行
物
件
総
総
会
付
二
閥
ス
ル
件

大
正
十
四
年
十
二
月
十
四
日
勅
令
第
三
百
二
十
三
競
地
方
世
曾
事
業
職
員
制

等
白
例
を
あ
げ
う
る
。
印
ち
大
正
九
年
頃
よ
り
官
艇
の
遇
用
語
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
又
民
間
に
及
ん
だ
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
o

(
註
=
一
)

近
親
相
扶
け
隣
保
互
に
仰
む
は
古
来
我
岡
民
の
理
想
で
あ
っ
て
、
こ
の
理
想
を
法
制
の
上
に
あ
ら
は
し
た
も
の
に
法
〈
文
武
天
皇
の
太
賓



八
日
が
あ
る
。
却
ち
戸
令
町
中
に
「
凡
腺
寡
孤
澗
貧
窮
老
炭
、
不
レ
能
-
一
自
存
一
者
、
令
-
一
一
九
親
牧
養
「
若
無
-
一
近
親
}
付
ニ
現
坊
-
安
他
」
と
あ
る
。
我
聞
の
救
済

事
業
は
仰
教
侍
来
に
よ
り
て
続
々
受
展
し
、
殊
に
備
荒
貯
蓄
制
度
の
如
き
徳
川
時
代
以
前
に
於
て
も
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
徳
川
時
代
に
入
り
て
か

ら
は
幕
府
の
み
な
ら
ず
諸
稽
に
於
て
も
、
催
災
故
助
窮
民
投
済
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
偉
統
を
つ
い
で
明
治
に
入
る
中
五
年
に
は
救
済
法
規
中
一
見
に

七
年
に
は
悦
救
規
則
が
制
定
せ
ら
れ
、
明
治
十
}
九
年
に
は
行
路
死
亡
人
取
扱
が
、
同
三
十
て
年
に
は
慌
災
救
助
慕
金
法
が
制
定
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
米
騒

動
以
後
に
忽
然
と
枇
合
事
業
が
現
は
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
(
現
代
札
脅
問
題
研
究
第
八
倉
本
邦
枇
曾
掛
業
、
井
上
友
一
著
救
済
制
度
要
義
、
参
考
)

(
註
四
)
川
生
江
氏
は
「
我
岡
の
所
謂
救
済
事
業
に
封
ず
る
指
導
蛇
貯
の
事
務
は
多
年
内
務
省
地
方
局
の
一
隅
に
於
て
管
掌
さ
れ
て
居
う
た
が
、
同

局
内
に
始
め
て
救
護
課
な
る
一
課
を
特
設
せ
る
は
軍
事
救
護
法
制
定
せ
ら
れ
た
る
大
正
六
年
で
あ
っ
て
、
其
の
事
務
の
大
字
は
同
法
の
結
果
に
依
る
軍

事
救
護
の
偽
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
然
る
に
大

E
A
年
に
主
り
枇
A
W
H

各
般
の
事
情
に
念
激
な
る
愛
化
を
生
じ
て
所
業
に
針
ず
る
概
念
の
費
調
を
来
す

宇
、
幾
多
論
究
の
結
果
迭
に
之
を
一
叫
ん
官
課
と
改
稲
す
る
に
歪
っ
た
。
「
枇
合
」
り
二
字
は
曾
て
は
痛
〈
官
議
白
按
悪
せ
る
文
字
で
あ
っ
て
必
要
の
場
合
に

持
て

P
L
h
J
m
民
つ
之
主
回
避
し
て
川
コ
た
が
、
今
P
之
が
使
用
主
波
て
「
る
の
み
な
ら
ド
、
如
何
な
る
場
合
に
も
「
枇
合
」
亡
ト
支
宇
を
冠
せ
ぎ
hw
ぽ、

時
代
納
仰
と
庁
蜘
ず
る
も
の
だ

2
考
へ
ら
る
1
4

パ
h
上
っ
た
り
で
あ
っ
刊
、
時
代
の
体
力
に
は
買
に
留
か
さ
れ
る
次
知
り
あ
る
に
(
生
打
孝
之
著
創
的
市
中

業
制
要
四
四
|
五
百
)
と
の
べ
。

(
註
四
)
ろ
梅
野
氏
は
「
我
闘
に
於
て
「
耽
合
平
業
」
の
慣
用
さ
る
L

に
至
っ
た
の
は
大
庄
七
年
頃
で
あ
る
。
大
正
七
年
に
桑
間
博
士
の
掲
げ
ら
れ
た

枇
合
半
業
云
々
の
演
題
は
官
路
の
忌
設
に
胸
れ
、
党
に
「
救
済
政
策
」
と
し
て
演
了
さ
れ
て
ゐ
る
。
『
首
時
社
合
事
業
家
と
し
て
の
故
ブ

1

ス
大
婦
の
歓
迎

に
つ
い
て
は
恰
も
祉
合
主
義
者
と
で
も
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
議
を
惹
き
起
し
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
事
情
を
以
て
列
断
ず
れ
ば
、
大
宜
七
年

に
於
て
一
批
合
事
業
な
る
名
簡
は
未
だ
普

t
請
通
す
る
こ
と
の
困
難
な
る
扶
惑
に
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
」
主
語
っ
て
ゐ
る
。
(
同
氏
著
祉
A

明
日
事
業
と
は
何

ぞ
や
、
六
頁
)

ー

一、
賓

際

的

概

念

「
枇
命
日
事
業
」

と
い
ふ
語
は
貫
際
界
に
於
て
如
何
な
る
意
味
に
使
は
れ
て
ゐ
る
か
?

先
づ
官
鹿
側
の
解
轄
を

み
る
。
所
が
官
膳
筋
か
ら
今
日
ま
で
「
枇
命
日
事
業
」
の
解
稗
に
就
て
何
等
公
権
的
な
も
の
が
出
て
ゐ
な
い
。
依
っ
て
官

我
闘
に
於
け
る
「
枇
合
事
業
」
の
賃
際
的
概
念

第
四
十
三
容

六
九
九

第
五
競

i¥.. 



我
闘
に
於
け
る
「
枇
合
事
業
」
の
究
際
的
梢
会

第
四
十
三
谷

七
C
C

第
ア
九
銃

ノ1

1国

癖
側
の
「
枇
曾
事
業
」
に
就
て
の
概
念
ぞ
知
る
に
は
、
乙
の
言
葉
の
使
は
れ
て
ゐ
る
種
今
の
場
合
に
、
ぞ
れ
が
如
何

な
る
内
容
を
指
示
し
て
ゐ
る
か
を
検
討
し
て
、
間
接
的
に
之
を
推
定
す
る
の
外
な
い
。

〔
用
例
の
『
〕
大
正
九
年
三
月
十
五
日
内
務
省
地
方
局
長
通
牒
、
「
枇
合
事
業
品
閥
ス

Y

委
員
叉
A

吏
員
等
ノ

設
置
参
考
資
料
法
付
ノ
件
」
に
於
て
、
「
祉
合
状
態
ノ
推
移
ト
極
構
事
情
ノ
理
一
選
ト
ェ
件
ヒ
枇
曾
政
策
上
講
究
叉
山

施
設
ヲ
要
λ

二
J

、
毛
ノ
九
州
+
多
ク
此
小

jT一
閥
、
Y
T
H
一
地
方
ノ
事
情
一
一
一
時
L
既
コ
十
一
九
市
加
設
計
設
中
h

M

ア
レ
供
ツ
ト
刊

有
候
へ
共
一
回
々
ー
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
「
枇
曾
事
業
品
開
ス

Y
委
員
叉
』
吏
員
」
と
、
「
枇
合
政
策
上
ノ
講
究
又
円

施
設
」
と
は
内
容
的
に
聯
絡
を
も
っ
て
ゐ
る
。
帥
ち
祉
曾
事
業
委
員
や
吏
員
一
か
枇
命
日
政
策
上
の
講
究
や
施
設
に
輿

る
も
の
で
め
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
併
し
枇
舎
政
策
の
講
究
や
施
設
の
1
2
部
が
一
枇
合
事
業
な
の
か
叉
そ
の
一

部
な
の
か
、
祉
合
政
策
と
枇
合
事
業
と
の
闘
係
は
不
明
で
あ
る
。

(
備
考
)

大
正
八
司
十
月
二
十
日
畿
地
第
二
四
五
披
内
務
次

-vv辿
肱
、
「
枇
A
W
政
策
的
施
設
-
一
蹴
ス
ル
件
」
に
掠
れ
ば
、
物
倒
調
節
・
公
設
市
場
の
設

世
-
脇
氏
組
合
・
臼
宅
建
設
等
を
枇
令
政
策
に
附
す
る
施
設
に
数
へ
卑
げ
て
ゐ
る
。

〔
用
例
の
ニ
〕

内
務
省
一
枇
命
日
局
官
制
第
一
俸
に
「
枇
A
W
H

局
』
内
務
大
臣
ノ
管
理
ニ
属
ジ
左
-
一
掲
p
y
事
務
ヲ
掌

Y
と
な
し
て
次
の
十
三
項
を
、
即
ち
(
ご
勢
働
に
闘
す
る
一
一
般
事
項
(
二
)
工
場
法
施
行
に
闘
す
る
事
項
(
一
一
一
)
鉱
業

法
中
鏑
夫
に
関
す
る
事
項
(
四
)
工
業
勢
働
者
最
低
年
齢
法
施
行
に
闘
す
る
事
項
(
五
)
勢
働
者
災
害
扶
助
法
施
行
に

闘
す
る
事
項
(
六
)
勢
働
者
災
害
扶
助
主
任
保
険
に
閲
す
る
事
項
(
七
)
勢
働
争
議
調
停
に
闘
す
る
事
項
(
九
)
失
業
の

救
持
及
防
止
に
闘
す
る
事
項
(
十
)
岡
際
勢
働
事
務
に
闘
す
る
統
轄
事
務
(
十
一
)
賑
他
救
梼
に
闘
す
る
事
項
(
十
-
否
児
童



保
護
に
閲
す
る
事
項
(
十
ゴ
一
)
軍
事
救
護
に
闘
す
る
事
項
を
あ
げ
最
後
卸
ち
(
十
四
)
に
、
共
の
他
枇
合
事
業
に
闘
す
る
事

項
と
あ
る
。
こ
の
最
後
の
「
共
の
他
枇
令
事
業
に
闘
す
る
事
項
」
の
意
義
を
如
何
に
解
す
べ
き
も
の
か
、
試
み
仁
そ

れ
を
「
共
の
他
、
枇
命
日
事
業
に
閣
す
る
事
項
」
と
よ
み
、
以
上
の
十
三
項
に
列
製
し
た
る
事
項
を
枇
合
同
事
業
に
非
十

と
な
し
、
こ
の
十
三
項
の
外
に
別
に
枇
合
事
業
が
あ
る
も
の
と
解
樺
す
れ
ば
、
枇
曾
局
の
取
扱
ふ
事
は
殆
ん
ど
枇

合
事
業
に
非
る
こ
〉
な
り
、
こ
れ
は
同
局
枇
合
部
か
ら
刊
行
し
て
「
枇
合
事
業
統
許
要
覧
」
に
於
け
る
枇
合
事
業
の

分
知
世
一
寸
と
色
相
矛
盾
す
る
こ
と
冶
な
る
。

き
れ
ば
「
共
の
他
枇
曾
事
業
に
闘
す
る
事
項
」
を
以
上
に
列
車
し
た
る
も

の
¥
J

外
に
向
列
邸
中
せ
ざ
る
枇
合
事
業
と
解
す
べ
き
で
あ
る
し
、

又
、
か
く
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

さ
て
品
開
一

し
乍
ら
か
く
の
如
く
解
寸
れ
ば
枇
A
W
H

事
業
一
仙
範
聞
は
臨
め
ず
し
民
汎
多
駄
な
ち
の
と
は
る
。
枇
命
日
同
の
分
調
規
加
制
ヤ
-

み
る
と
、
右
の
十
四
項
目
に
あ
げ
だ
事
務
は
之
を
持
働
部
・
保
険
部
及
び
枇
命
同
部
の
三
部
に
分
ち
、
更
に
各
部
を

各
L
q

課
に
分
ち
て
事
務
を
分
掌
す
る
こ
と
失
に
示
す
が
如
〈
な
つ
で
ゐ
る
。

『
て
闘
世
努
働
法
制
-
一
閥
ス
ル
事
攻

一
↓
一
、
勢
働
争
議
制
停
ニ
闘
ス
ル
事
明

、
持
政
課
ム

一
で
三
崎
町
働
組
動
ノ
調
査
二
閥
ス
ル
事
項

一
戸
四
、
他
課
ノ
主
役
ニ
属
セ
サ
ル
崎
町
働
ユ
欄
ス
ル
事
現

一
へ
一
、
凶
際
労
働
ユ
胸
ス
ル
事
項

労
働
部
¥
捗
務
課
{
二
、
労
働
者
ノ
扶
助
ユ
胸
λ

ル
事
項

↑
三
一
一
、
労
働
者
災
害
扶
助
責
任
保
険
ユ
閥
ス
ル
事
項

一
一
て
工
場
法
ノ
施
行
一
一
闘
ス
ル
事
項
但
シ
職
工
ノ
扶
助
-
一
閥
ス
ル
事
項
ヲ
除
ク

我
刷
聞
に
於
け
る
「
一
枇
合
事
業
」
り
貨
際
的
概
念

第
凶
十
三
谷

七
O

第
五
披

i
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戸
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我
闘
に
於
け
る
「
批
合
事
業
」
の
賞
際
的
概
念

第
四
十
三
巻

一
ー
ゴ
一
、
工
場
捗
働
者
最
低
年
齢
法
ノ
施
行
ユ
闘
ス
ル
事
項

(
批
判
同
課
(

F

J

一
一
ニ
、
銑
夫
-
一
闘
ス
ル
事
項
但
シ
鎌
夫
ノ
扶
助
-
一
関
ス
ル
事
項
ヲ
除
ク

一
四
、
其
ノ
他
労
働
者
保
龍
一
一
閥
ス
ル
半
現

¥
て
祉
合
保
険
ノ
調
査
-
一
閥
ス
ル
事
項
但
シ
失
業
保
険
一
一
閥
ス
ル
事
項
ヲ
除
ク

一
一
一
、
保
険
統
計
二
闘
ス
ル
事
項

ヘ
規
割
課
~
三
、
健
康
保
険
ノ
業
務
改
善
-
一
脇
工
事
項

一
一
問
、
健
民
保
険
子
会
ザ
ニ
閥
一
ん
ル
宝
引

z

c

f

t

}

/
也
市
、
他
謀
/
主
樟
同
一
四
崎
セ
H
J
L
V

一昨九川
H

川
市
険
-
一
閥
ス
恥
山
中
世
噴

院
主
一
「
一
、
保
険
官
署
ノ
事
務
監
骨
品
開
1

1

F

事
項

一
経
理
課
-

一
士
一
、
健
康
保
険
組
合
-
一
関
ス
ル
事
項

↑
『
一
、
署
療
-
一
閥
ス
ル
事
項

/
醤
療
課
ム
一
一
、
隅
酉
療
事
務
ノ
監
賛
-
一
一
闘
ス
ル
事
項

二
二
、
保
健
施
設
二
闘
ス
ル
事
項

二
、
軍
事
救
護
-
一
閥
ス
ル
事
項

=
一
、
少
年
教
護
一
一
関
ス
ル
事
項

¥
保
護
課
人

一
一
四
、
見
主
保
談
ニ
闘
ス
ル
事
項

一
一
五
、
他
一
謙
二
一
脇
セ
サ
ル
祉
官
事
業
三
開
ス
ル
事
項

祉
合
部
人
/
六
、
震
災
救
護
残
務
ニ
関
見
ル
事
項

一
『
て
住
宅
ノ
供
給
改
善
-
一
関
ス
ル
事
項

一
一
踊
利
課
で
一
、
公
設
ノ
浴
場
質
屋
及
簡
易
食
堂
宿
泊
所
其
ノ
他
繭
利
得
匙
ニ
閥
ス
ル
事
項

一

f

三
、
枇
合
致
化
事
業
-
一
閥
ス
ル
事
項

-b 
O 
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五
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÷
「
一
、
職
業
認
介
其
ノ
他
失
業
ノ
投
済
及
防
止
ニ
閥
ス
ル
事
項

「
職
業
課
{ゴ
一
、
失
業
保
険
ノ
調
査
一
一
闘
ス
ル
事
項

き
て
以
上
に
掲
げ
た
事
務
の
針
象
と
な
る
も
の
が
悉
〈
枇
命
日
事
業
な
り
と
せ
ば
、
持
働
部
の
収
扱
ふ
持
働
に
闘

す
る
法
制
・
保
護
や
枇
命
日
部
の
取
扱
ふ
救
護
・
掴
利
率
業
の
外
に
先
づ
枇
合
保
険
が
枇
命
日
事
業
と
な
る
o

又
、
軍
事

救
護
も
一
般
救
護
と
区
別
さ
れ
や
し
て
等
し
く
救
護
の
範
時
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
、
接
働
法
制
も
勢
働

争
議
の
制
停
・
6

白
州
労
働
運
動
や
失
業
保
険
の
調
査
も
、
岡
際
州
労
働
事
務
も
、
労
働
法
制
の
施
行
監
督
も
、
妊
に
は
統

計
事
務
土

T
b
枇
命
日
事
業
に
包
括
せ
し
め
ら
る
〉
こ
と
h

な
る
。
枇
命
日
事
業
の
範
閣
は
繰
り
に
色
混
然
た
る
色
の

'Y' 
，t) 
Z 

-
t
i
b
-
-

引

:
r
i
a
l
:
〉

I
4
〉

l

〉

:

『

)

1

日

》

〉

i

〉

了

〉

L
;

刷
告
品
…
』
dp市
い
れ

I
8
4
J
M
G
7
4
$
2
4
U
刊

J
1
3
3
か
じ
4
4
U
p
h
L
K
官官
¥
L一
f
一』ち

f
t
J
f
4
b

れ
も
前1:
63r 

事
業
の
概
念
や
範
閏
を
積
極
的
に
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
一
世
合
同
局
所
管
以
外
の
枇
合
事
業
の
有
無
及
び

そ
の
何
に
る
か
に
就
て
は
、
同
官
制
は
何
も
語
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

〔
用
例
の
三
〕

内
閣
統
計
局
編
纂
に
か
冶
る
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
は
祉
曾
事
業
の
一
項
を
設
け
、
そ
の
下
に
、

「
牡
命
百
事
業
施
設
類
別
」
、
「
吐
合
事
業
奨
聞
助
成
金
」
、
「
吐
曾
事
業
費
」
、
「
軍
事
救
護
」
、
「
権
災
救
助
基
金
」
、
「
他

救
」
、
「
養
育
棄
児
」
、
「
穆
放
人
保
護
」
、
「
行
路
病
人
及
行
路
死
亡
人
」
、
「
努
働
者
共
掛
合
」
、
「
映
書
検
閲
」
、
「
娯

禦
場
」
の
十
三
項
に
就
い
て
統
計
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
こ
の
項
目
を
見
れ
ば
内
閣
統
計
局
が
吐
曾
事
業
と
見
倣
し
て

ゐ
る
も
の
に
何
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
か
Y
分
か
る
。
帥
労
働
者
共
漕
舎
や
映
書
検
閲
や
娯
場
が
枇
合
同
事
業
と
な
さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
を
注
意
し
て
置
き
た
い
。
共
済
は
普
通
に
は
吐
合
事
業
の
範
囲
外
に
置
か
れ
、
叉
映
喬
や
娯
楽
は
枇
命
日

我
閣
に
於
け
る
「
枇
合
事
業
」
O
賃
際
的
概
念

第
四
十
三
を

七
O 

第
五
挽

i¥. 
七



我
闘
に
於
け
る
「
粧
台
事
業
」
の
食
際
的
概
念

第
凶
十
三
巻

第
五
銃

七
C
四

， ... 
1~ 

教
育
的
の
仕
事
と
な
さ
れ
て
ゐ
石
の
で
あ
る
。

前
掲
日
本
帝
園
統
計
年
鑑
の
「
枇
合
同
事
業
費
」
を
み
る
と
、
内
務
省
所
管
の
圃
庫
負
曜
に
か
〉
忍

吐
合
事
業
費
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
試
み
に
昭
和
九
年
の
介
を
見
る
と
、
経
常
部
に
は
↑
世
舎
局
費
に
紹
介
職
業

所
事
務
局
費
己
健
康
保
険
岡
庫
負
携
金
側
軍
事
救
護
費
五
傷
兵
院
費
伏
岡
立
少
年
数
議
院
費
化
岡
立
鯛
療
養
所
八

補
助
費
|
少
年
数
護
費
・
職
業
紹
介
所
・
糟
神
病
院
・
児
童
虚
待
防
止
費
・
救
護
費
|
九
官
、
臨
時
郊
に
ほ
、
ト
調
査
及

奨
附
捷
二
地
万
改
誇
費
一
二
健
氏
保
険
怯
賞
純
準
備
計
四
勤
倹
挺
即
全
五
補
助
費
六
失
業
針
策
委
員
食
七
失
業
救
桝

道
路
改
良
費
仰
農
村
振
興
共
他
土
木
仇
農
業
助
成
費
汁
失
業
膿
救
施
設
費
げ
い
園
民
一
史
正
運
動
奨
醐
費
巴
地
方
改
良

臆
念
施
設
費
十
一
一
一
醤
療
救
護
費
の
費
目
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
統
計
費
目
に
就
て
注
意
す
べ
き
は
経
常
部
に
於

に
枇
舎
局
費
ぞ
杢
部
批
曾
事
業
費
と
見
倣
し
て
ゐ
る
こ
と
、
闘
際
勢
働
機
闘
帝
園
事
務
所
の
費
用
や
北
海
道
士
人

門
用
例
の
回
〕

保
護
救
漕
費
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
な
い
し
、
臨
時
部
で
は
間
際
勢
働
舎
議
参
列
費
・
復
興
事
業
残
務
取
扱
費
・
復
興
事

業
費
補
助
・
震
災
復
醤
諸
費
・
豆
相
地
方
震
災
復
奮
諸
費
・
北
海
道
及
青
森
瞬
間
作
救
梼
費
・
北
海
道
水
害
及
凶
作

施
設
諸
費
一
等
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
本
統
計
は
一
切
の
吐
合
事
業
費
を
奉
げ
た
る
に
非
や
し
て
そ
の
中
重
要
な

る
も
の
〉
み
を
あ
げ
ら
れ
た
り
と
な
す
か
も
知
れ
ぬ
が
、
金
額
の
大
な
る
も
の
が
逸
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
業
も
あ
る

し
、
何
を
重
要
な
り
と
な
し
た
か
の
標
準
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
費
目
の
選
樟
に
は
多
く
の
恋
意
が
λ
っ
て
ゐ
る

と
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

3
て
こ
の
枇
命
日
事
業
費
の
統
計
に
擦
り
て
内
務
省
所
管
中
に
如
何
な
る
も
の
が
吐
合
事

装備考 日本帝岡統計年鑑にL枇合事業寸四項の出たのが， fiげ I十 b七容(昭和三年刊)
からであり，第二笹川、ι第サ七宅H ではL救育寸第廿八笹、かι隼匹I十六管室では L救
育及惑悪寸の主買が置かれてあワた。



業
と
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
Y
推
知
せ
ら
る
〉
と
雑
色
、
そ
れ
は
内
務
省
の
分
の
み
で
あ
っ
て
他
省
の
頼
費
に
鯛
れ

て
ゐ
な
い
か
ら
、
こ
れ
亦
官
聴
側
の
祉
合
同
事
業
の
概
念
を
明
確
に
現
は
し
た
も
の
で
は
な
い
。

〔
用
例
の
五
〕

内
務
省
枇
合
同
局
枇
合
部
の
刊
行
に
か
〉
る
「
枇
合
事
業
統
許
要
覧
」
は
地
方
事
業
を
可
な
り
詳
細

に
報
告
し
て
ゐ
る
。
そ
の
要
覧
の
「
枇
曾
事
業
施
設
一
覧
」
の
項
下
に
「
吐
命
日
事
業
類
別
」
が
掲
げ
て
め
る
。
そ
の
類

別
に
擦
る
と
枇
合
事
業
は
、

第
一
一
枇
曾
事
業
に
闘
す
る
機
胸

i
聯
絡
統
了
訓
先
制
究
機
閥
・
養
成
機
閥
・
助
成
機
閥
・
方
而
委
員
・
方
面
委
員
後
後

第
二
旭
川
哨
保
泌
児
虐
泳
選
・
礼
川
品
川
府
議
・
吟
阿
保
向
円
(
花
氾
所
}
・
青
沼
・
建
泡
保
護
・
氾
設
相
談
・
一
小
川
見
児
説
教
詩
仙
虚
幼
児
保
議
"
'
村
児
川
州
諸
“
貧
児
殺

町。子止・中川
4
W
A
I
F

吟
助
泡
涜
政
市
川
。
占
化
段
庁
剛
山
尚
一
一
化
UHTJ'
町
淀
込
山
叫
eI~刈
殺
存

V
吃
北
日
浦
泣

第
三
経
済
保
波
|
小
住
宅
松
崎
市
四
・
共
同
宿
泊
所
・
公
銭
市
場
・
簡
易
会
企
・
公
盆
浴
場
・
公
訴
質
出
血

第
凶
火
業
救
消
及
防
止

l
授
鹿
・
職
業
制
介
・
職
業
崎
導

借
用
正
救
護

l
院
外
(
肘
宅
)
故
助
・
院
内
(
牧
市
作
)
救
助
・
不
具
申
ほ
疾
保
護
・
軍
人
遺
家
族
後
援
事
業

第
六
趨
療
保
護
1
施
療
病
院
・
診
療
所
・
委
託
診
療
・
精
神
病
院
・
結
核
療
養
所
・
癒
療
養
所

第
七
其
の
他
引
隣
保
事
業
・
人
事
相
談
・
婦
人
保
護
・
妙
子
牧
山
都
保
識
・
病
者
慰
安
・
術
生
思
想
普
及
・
助
葬
そ
の
他

と
い
ふ
様
に
分
類
し
て
ゐ
る
。
卸
ち
こ
〉
で
は
枇
曾
事
業
の
機
闘
を
も
枇
合
事
業
の
中
に
含
め
て
ゐ
る
。
然
る

に
同
要
覧
の
中
仁
耽
め
で
あ
る
「
吐
合
事
業
分
類
」
を
み
る
と
、
そ
の
機
闘
を
除
い
て
残
飴
の
五
項
を
の
み
掲
げ
て

ゐ
る
o

祉
合
事
業
機
闘
が
世
曾
事
業
の
中
に
入
る
の
か
入
ら
ぬ
の
か
明
確
を
快
〈
。
そ
の
事
営
別
と
し
て
も
こ
の

統
計
要
覧
に
擦
り
て
社
合
同
事
業
の
内
容
が
分
る
が
、
こ
れ
色
亦
枇
命
日
事
業
と
は
何
ぞ
や
を
規
定
し
た
も
の
で
な
い
。

我
凶
に
於
け
る
「
批
合
卒
業
」
の
貸
際
的
概
念

第
四
十
三
巻

七

O
五

第
五
腕

A 
九



我
闘
に
於
け
る
「
一
位
合
事
業
の
』
賀
際
的
概
念

第
四
十
三
を

七
C
六

第
五
競

プし
O 

高
に
注
意
せ
ら
る
べ
き
は
こ
の
要
寛
の
掲
げ
て
ゐ
る
祉
曾
事
業
の
分
類
印
ち
吐
合
事
業
を
一
児
童
保
護
ニ
樫
梼
保

護
三
失
業
救
梼
及
防
止
四
救
護
五
醤
榛
保
護
六
共
の
他
と
な
す
こ
左
は
、
内
務
省
吐
令
局
の
一
市
す
枇
曾
事
業
の
標

準
的
睡
系
と
し
て
、
地
方
閤
陸
に
於
て
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
府
腕
や
大
都
市

の
枇
A
W

同
事
業
と
い
へ
ば
殆
ん
ど
こ
の
睦
系
を
も
っ
て
ゐ
る
。

「

噌

咽

唱
a

，A
H
H
q
e

、，，
h

‘J

r
肺
門
皿
刷
v
w
u
h
叫

FltL

二

:
t
-ミ
ノ
日
'
、
h
1
1
h品

T
司
羽
也
Z
2
4リ
タ
上
、
7
王
室

t
/戸
I
J
'
〉

〉

ι日
可
J

A

L

少
塩
主
一
主
、

l
J
l
J
d
J
L
F立
〈

F
/
l
H
↓l
N
H
品目カ
ι

引
pth
一耶
d
r寸
司

君

!
7
g
l
L
V
l
p
J
h
f
n
カ
D
古
川

h
v
l
f
t
F
t的
別

式

ふ
つ
斗
ノ
「
」
Z
1
U
7
D

い
こ
、

-
h
u

一、
ku

d
1
P
M
v
-
V
P
J
J
J
ρ

，t
'し

d
'
t

i

F

-

-

-

1

1

・
F

-

-

ー

L
J
J
b古
L
r
j
f
I
一
命
ヨ
コ
一
も
わ

J
I
i
hヨ
お
れ

E
K
Fノ
単
一
日

E
ト

-

』

1
1
二
/
f
-
L
2
ア己

h
J
π
7
1ノ
ア
ロ

c

y
まノイ
1
M
K
E』
〆
し
一
月

4
1
2
2
L
M
H一
J
f
t
p
，
F

u

d

J
〆
も
ザ
己

J

は

r
t
「ノ

r
-
L口

L
f
-
L
-

4引
U

J

v

γ

必
ノ

d
r
!
:
4

れ
は
益
岡
的
に
統
一
さ
れ
劃
一
的
で
あ
る
。
例
と
し
て
京
都
府
・
市
の
枇
命
日
事
業
睦
系
を
一
不
さ
う
。

、

ノ

キ

イ
京
都
府
の
社
合
事
業

見
章
保
護
事
業

l
妊
産
婦
保
護
・
乳
幼
児
保
護
・
少
年
保
護

経
済
的
保
護
事
業
!
住
宅
供
給
・
公
盆
質
屋
・
公
設
市
場
・
公
設
浴
場
・
共
同
宿
泊
所
・
公
設
食
堂

失
業
救
済
及
防
止
事
業
|
努
働
紹
介
所
・
職
業
紹
介
所
・
授
産
放
職
業
輔
導

投
護
事
業
一
般
救
護
事
業
・
特
殊
投
護
事
業

腎
療
保
護
事
業

l
一
般
救
療
事
業
・
特
殊
救
療
事
業
・
司
法
保
護
事
業

枇
合
教
化
事
業

l
融
和
一
品
業
・
隣
保
事
業

共
他

吋
京
都
市
の
枇
命
事
業
料

A 

般

救

護

I 

i 2i 
行軍窮
路事貧
病救救
者護助
救事事

ii1!i業業
耳王
業

マ京都府智内出土合事業胞設要覧昭和十一年版に掠る

吋京都市市上合事業要覧昭和九年阪に掠る
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佐
宅
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6
宿
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B
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的
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一
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7
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一
8
公
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食
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児
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金
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事
務
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ト結
ラ核枝
市棟:診
l 義輝
ム Z科卒
診業.~ま

療
事

業

右
に
み
る
如
〈
京
都
府
も
京
都
市
も
全
〈
同
様
な
枇
舎
事
業
の
臆
系
を
樹
て
、
ゐ
る
の
で
あ
る
。
唯
各
大
系
内

の
仕
事
に
種
'
干
の
相
還
を
生
じ
て
ゐ
る
こ
と
は
地
方
開
髄
と
し
て
の
機
能
の
相
異
か
ら
は
静
岡
然
の
ご
と
で
あ
る
。

こ
の
地
方
自
治
閤
膿
の
枇
合
事
業
瞳
系
を
眺
め
て
も
亦
、
積
極
的
に
枇
合
事
業
の
何
で
あ
る
か
を
語
ら
ぬ
こ
と

は
吐
A
W

同
局
の
官
制
や
統
計
要
覧
に
就
て
述
べ
た
る
と
同
様
で
あ
る
。

内
務
省
地
方
局
の
編
纂
す
る
「
地
方
財
政
概
要
」
は
一
般
地
方
財
政
事
情
を
知
る
に
は
最
も
樺
威

門
用
例
の
七
〕

の
ゐ
る
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
歳
出
欄
に
「
枇
合
事
業
費
L

の
一
項
が
あ
る
。
而
し
て
同
概
要
の
冒
頭
の
例
言
に
は

我
闘
に
於
け
る
「
融
合
事
業
」
白
寅
際
的
概
念

第
四
十
三
巻

第
五
貌

七
C
七

:fL 

司す去20諭融和l'長業宇地方改毒事業，出土 iit上合致化事業としてこ q亡掲げてない方v
保護事裁を行ってゐる。



我
凶
に
於
け
る
一
枇
合
事
業
」
の
貸
際
的
概
念

第
四
十
三
巻

七

O
八

第
五
銃

九

「
枇
合
事
業
費
と
は
救
助
費
・
公
設
市
場
費
・
職
業
紹
介
所
費
・
戚
化
救
油
開
費
・
託
児
所
費
・
保
育
費
・
部
落
改
良
費
・
無

料
宿
泊
所
費
・
公
設
食
堂
@
住
宅
建
設
等
枇
合
同
事
業
闘
係
の
種
目
」
左
あ
る
が
、
以
上
に
列
奉
せ
ら
れ
し
も
の
三
外

に
向
如
何
な
る
も
の
を
枇
命
日
一
事
業
ム
」
見
倣
し
て
ゐ
る
か
は
不
明
で
め
る
。
き
〈
所
に
よ
れ
ば
統
計
取
扱
の
便
宜
上

種
々
の
も
の
が
こ
の
枇
合
事
業
費
の
中
に
混
入
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
n

内
殊
に
注
意
す
べ
き
は
同
概
要
に

は
枇
合
事
業
授
の
外
に
、
教
育
費
・
土
木
授
。
街
生
投
・
糊
業
安
・
役
所
費
・
命
日
議
費
。
警
備
投
・
積
立
金
及
基
本
財
産

治
成
費
時
一
一
?
な
抜
け
て
ゐ
る
が
、
川
T

れ
ら
の
巾
に
は
内
務
符
配
ん
村
山
仰
の
取
故
ふ
世
人
門
事
業
到
に
相
山
明
附
す
る
も
の
が
入

っ
て
ゐ
な
い
か
ど
う
か
多
分
の
疑
が
存
す
る
。
之
ぞ
要
す
る
に
地
方
財
政
概
要
の
掲

σあ
枇
合
事
業
費
も
決
し
て

明
確
な
る
概
念
を
規
定
し
て
分
た
れ
た
も
の
に
非
十
し
て
、
停
統
的
や
便
宜
的
な
取
扱
を
う
け
て
ゐ
る
も
の
が
少

〈
な
い
様
に
思
は
れ
る
。

以
上
は
官
膳
側
の
資
料
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
兎
に
口
氏
聞
の
も
の
h

資
料
に
就
て
一
枇
合
事
業
の
賞
際
的
概
念

を
放
し
ゃ
う
。

京
京
市
政
調
査
命
日
刊
行
に
か
冶
る
「
日
本
都
市
年
鑑
」
に
は
「
枇
合
事
業
」
の
一
項
が
め
る
が
、
同

年
鑑
に
於
て
も
枇
A
W
U

事
業
の
何
仁
る
や
を
明
に
し
て
ゐ
な
い
。
そ
の
資
料
は
内
務
省
批
命
日
局
刊
行
の
枇
合
事
業
統

〔
用
例
の
八
〕

計
要
覧
や
同
省
地
方
局
刊
行
の
前
掲
地
方
財
政
概
要
及
び
各
都
か
ら
の
統
計
報
昔
等
に
擦
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

今
そ
れ
に
就
て
「
各
市
枇
合
事
業
費
」
の
中
、
ム
ハ
大
都
市
の
分
を
み
る
と
、
ト
行
政
機
闘
費
|
支
員
費
・
委
員
費
・
そ

の
他
二
窮
民
救
刷
費
|
養
育
院
費
・
、
養
老
院
費
・
救
護
費
・
自
宅
救
典
及
災
害
救
助
費
・
行
旗
病
人
及
死
亡
人
取
扱



費
・
共
の
他
三
軍
事
救
護
費
四
醤
療
保
護
費
1

病
院
及
療
養
所
費
五
粧
漕
保
護
費
六
枇
合
教
化
費
七
児
童
保
護
費

八
共
の
他
を
禍
げ
て
ゐ
る
。
こ
の
分
類
は
内
務
省
批
合
対
の
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
き
て
こ
れ
等
の
費

/
'
t

、
目
に
よ
れ
ば
何
を
一
枇
合
事
業
と
な
し
て
ゐ
る
か
げ
〉
分
る
が
積
極
的
に
枇
合
事
業
の
概
念
を
規
定
し
て
は
ゐ
な
い
。

藷
で
は
枇
A
W
H

事
業
に
闘
す
る
行
政
機
閥
費
及
枇
合
事
業
費
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
ぞ
注
意
す
べ
き
で
め
る
。

〔
用
例
の
九
〕

中
央
枇
合
事
業
協
命
日
は
我
岡
枇
A
W
H

事
業
の
民
間
に
於
け
る
最
も
有
力
な
る
中
央
機
闘
な
る
が
、

そ
こ
か
ら
刊
行
さ
れ
る
「
日
本
枇
合
事
業
年
鑑
」
は
、

「
中
央
に
於
け
る
枇
A
W
H

事
業
の

行
政
事
務
は
主
と
し
て
内
務

省
枇
曾
山
川
一
枇
合
同
に
於
て
管
掌
し
一
て
ゐ
る
は
が
、
時
帰
保
護
に
隅
・
ず
る
行
政
事
務
は
内
務
省
衛
生
局
激
防
課
に
於
て
、

1
2
4
E
-
1町

L
r
E
E
F
t
-
A
Z
-
-
L
E
E
-
-、
b

i
H
Z
1
3
4
1巾
;
引
剖

J
1
4
G
F
l
判
じ
ノ
司

i
M目
、
二
日
刊
「
，
Z
F
H
e
t
コι
2
1
V
い

H
J
d
L

l
i
-
-
l
i
z
-
-
一

J
J
!
;
i
!
;
;

L
し

f
t
f
・
1
同

L
I
E
E
F
I
:
5
I
K
T
t一
l

-wr5trapレ
JSE'
司
、
品
川
J
Q
J
F
fト
ト
ロ
臼
井
ヨ
間
以

;
J
F
K
Z
E
t
a
w込
F
巴
ιJ4F

)
i
l
1
7
1
1
1
l
-
J
J
!
i
u
 

局
に
於
て
夫
や
管
掌
し
て
ゐ
る
」
と
な
し
、
同
年
鑑
で
は
中
央
に
於
け
る
祉
命
日
事
業
行
政
事
務
を

叩
内
務
省
批
合
同
枇
合
部
白
保
護
却
の
停
学
す
る
一
催
災
教
助
、
窮
民
救
助
其
の
他
版
愉
救
済
に
闘
す
る
事
項
二
軍
事
故
護
に
欄
す
る
事
項
三
少
年

数
護
に
閥
ず
る
事
項
叫
児
宜
保
護
に
嗣
ず
る
引
項
川
他
川
崎
に
蝿
せ
ざ
る
枇
合
事
業
に
胸
ず
る
事
項
利
震
災
救
護
麹
務
に
胸
す
る
事
項
及
び
踊
利
認
の
以

扱
ふ
て
住
宅
供
給
改
4
1
げ
に
糊
す
る
事
項
二
、
公
誌
の
浴
場
・
質
口
問
及
簡
易
会
堂
・
術
泊
所
共
の
他
一
附
利
榊
越
に
胸
ナ
る
事
項
一
一
一
、
一
枇
合
致
化
事
業
に
胸

す
る
事
項
と
、
職
業
課
の
掌
る
一
、
職
業
初
介
共
の
他
欠
業
の
救
済
及
防
止
に
印
刷
す
る
事
項
二
、
失
業
保
険
の
調
査
に
回
附
す
る
事
項
を
あ
げ

げ
出
内
務
符
術
生
川
海
防
深
田
市
立
芋
事
務
'
と
し
て
い
結
核
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
-
繍
・
花
柳
病
・
其
O

他
慢
性
体
染
病
に
閲
す
る
事
項
己
寄
生
議
病
・
原
掻
病
及

地
方
捕
に
印
刷
す
る
事
項
一
一
一
材
紳
一
例
に
闘
す
る
事
項
四
恩
賜
財
閥
済
生
A
W
共
の
他
救
療
に
闘
す
る
半
項
を

明
司
法
行
川
川
市
立
の
空
宇
常
務
と
し
て
い
少
年
申
請
印
刷
に
捕
す
る
事
項
二
矯
正
院
に
胸
ナ
る
山
言
明
同
様
放
者
の
禁
止
柑
語
放
者
保
護
事
業
の
政
相
H

奨

繭
に
印
刷
す
る
事
項
四
少
年
保
議
決
身
k
調
査
に
闘
す
る
事
項

付
支
部
省
批
合
川
口
川
の
官
庁
ー
す
る
事
務
、
と
し
て
背
年
警
品
目
↑
市
少
九
千
一
盟
国
に
胸
A
Y
る
こ
と
い
背
年
一
訓
練
所
に
掬
す
る
こ
と
内
食
業
碧
同
事
校
に
閥

第

四

十

三

巻

第

五

競

我
凶
に
於
げ
る
「
枇
命
事
業
」
の
貨
際
的
概
念

七
O
九

プし



我
闘
に
於
け
る
一
枇
合
事
業
」
の
貨
際
的
概
念

第
四
十
三
巷

七

O 

第
丘
競

九
四

ず
る
こ
と
四
背
年
訓
練
裂
凶
節
制
防
に
闘
す
る
こ
と
五
授
業
補
習
教
育
究
附
庫
補
助
に
い
附
す
る
こ
と
六
社
丁
歎
育
調
査
に
闘
す
る
こ
と
七
其
の
他
青
少

年
教
育
に
闘
す
る
こ
と
、
及
び
成
人
謀
。
取
扱
ふ
一
成
人
教
育
に
闘
す
る
こ
と
二
閥
会
館
に
闘
す
る
こ
と
三
博
物
館
其
他
糊
覧
施
設
に
闘
す
る
こ
と
四

一
札
命
救
育
園
慣
に
闘
す
る
こ
と
放
び
に
庶
務
謀
。
↓
映
霊
に
闘
す
る
こ
と
二
民
衆
娯
柴
に
附
す
る
こ
と
司
阻
害
の
認
定
及
推
薦
に
蹴
ナ
る
ζ

と
町
生
前

改
善
に
闘
す
る
こ
主
五
訟
人
に
闘
す
る
こ
と

等
の
事
務
台
数
へ
挺
げ
て
ゐ
る
。
さ
で
上
に
掲
げ
た
る
枇
令
官
申
業
の
行
政
事
務
を
み
れ
ば
、
日
本
枇
命
日
事
業
年

鍛
が
何
を
枇
命
日
事
業
と
み
な
し
て
ゐ
る
か
ず
分
る
。
社
合
同
局
の
保
護
課
の
皆
本
す
ぷ
所
げ
か
枇
合
事
業

t
な
さ
れ
つ
h

h
U
4
3
"

し
f
一
」
ふ
山
町

i
'
t
t
l
l
 
今
ま
で
の
仰
で
は
始
れ
じ
い
一
致
J

ぷ
却
で
J

の
る
ば
か
、

て

)
F
'
臥日川
J

川
比
守
『
F
V帆

E
片
町
町
四
二
北

-L
土
仁
ヒ

fL
・4
1
〈

-Hノ
1
2
J
p
fし
企
辱

t
i
i
J
h
-
ー
、

I

立
す
べ
き
諸
鮪
が
あ
る
。

内
務
省
枇
命
門
局
の
M
労
働
部
E
保
険
部
の
取
故
ふ
州
労
働
法
制
や
祉
曾
保
険
に
闘
す
る
こ
と

が
一
枇
命
同
事
業
に
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
が
そ
の
一
、
内
務
省
衛
生
局
珠
防
課
の
管
掌
す
る
慢
性
偉
染
病
や
寄
生

議
原
掻
病
・
地
方
病
・
精
神
病
等
に
闘
す
る
事
務
が
枇
命
日
事
業
に
教
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
そ
の
一
一
、
文
部
省
祉
合

教
育
局
の
取
扱
ふ
枇
命
日
教
育
事
業
が
世
曾
事
業
と
日
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
そ
の
三
で
あ
る
。
枇
命
百
教
育
を
一
枇
合

事
業
と
み
な
す
か
否
か
に
就
て
は
中
央
官
一
胞
に
於
て
積
極
的
に
之
営
示
し
て
ゐ
る
資
料
が
な
い
が
、
少
く
と
も
地

方
闘
躍
で
は
こ
れ
佐
直
別
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

〔
用
例
の
十
〕

世
曾
局
杖
岡
市
W
園
地
方
行
政
皐
曾
編
纂
に
か
〉
る
「
祉
合
法
令
集
」
を
み
る
に
、
そ
の
冒
頭
に
「
本

書
A

所
謂
一
枇
合
事
業
二
闘
ス
U
F

現
行
ノ
法
一
令
及
通
牒
ヲ
網
羅
牧
鋒
セ
"
ノ
」
と
あ
り
、

ぞ
れ
は
第
一
章
組
則
、

" .. レ
対当

二
章
食
糧
・
住
宅
・
資
金
、
第
三
章
州
労
働
・
工
場
・
鎮
夫
、
第
四
章
失
業
防
止
及
救
溝
、
第
五
章
脹
他
・
救
護
、
第
六

章
共
持
・
保
険
・
郵
便
年
金
、
第
七
章
矯
風
教
化
、
第
八
章
公
盆
法
人
袋
賞
、
第
八
章
海
外
移
住
組
合
、
第
九
章
統



計
報
昔
、
第
十
幸
雑
と
な
っ
て
ゐ
る
。
却
も
蕊
で
は
食
指
に
闘
す
る
米
穀
統
制
法
や
郵
便
年
金
・
共
掛
・
褒
賞
・
海

外
移
住
組
合
が
枇
曾
事
業
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。
そ
の
「
資
金
」
の
部
に
牧
め
ら
る
う
も
の
に
は
貯
蓄
銀
行
法
や
無

謹
業
法
さ
て
は
全
車
法
・
産
業
債
券
令
な

E
も
め
る
の
で
め
る
が
、
そ
れ
ら
も
亦
枇
命
H

事
業
法
と
目
さ
れ
る
。
品
目

通
貫
際
界
に
行
は
れ
て
ゐ
る
枇
合
事
業
の
錨
国
を
儲
り
に
も
逸
脱
し
た
?
も
の
で
あ
る
。

〔
用
例
の
十
一
〕

帝
閣
法
規
出
版
株
式
合
枇
の
編
纂
に
か
う
る
「
現
行
法
規
金
書
」
第
十
二
類
は
「
一
枇
合
同
事
業
・
渡

航
」
で
あ
る
。
今
そ
の
世
合
事
業
を
み
る
と
、
第
一
章
は
職
業
。
工
場
9

食
棉
@
住
宅
に
闘
す
る
も
の
に
し
て
職
業
紹

介
法
ゅ
保
険
怯
ト
十
一
日
押
日
印
刷
捗
働
に
附
寸
る
九
日
以
削
船
争
議
中
耐
火
待
扶
助
副
米
穀
怯
仙
中
山
伸
一
削
賀
市
場
町
住
宅
組
八
日
借
地
法
冊

借
家
法
・
借
地
借
家
調
停
法
ぞ
牧
め
、
第
二
章
は
保
険
。
公
盆
質
属
。
少
年
数
護
即
日
畑
正
に
闘
す
る
も
の
と
し
て
そ
の

中
に
健
康
保
険
法
・
簡
易
保
険
法
・
日
労
働
者
災
害
扶
助
保
険
法
・
公
盆
質
屋
法
・
小
年
法
・
少
年
数
護
法
・
児
童
虚
待
防

止
法
・
矯
正
院
法
を
、
第
三
章
で
は
救
護
に
闘
す
る
も
の
即
ち
救
護
法
・
羅
災
救
助
基
金
法
や
軍
事
救
護
法
を
、
第

四
章
で
は
傷
兵
に
闘
す
る
傷
兵
院
法
を
、
第
五
章
に
は
行
路
病
人
に
閲
す
る
行
路
病
人
及
行
路
死
亡
人
取
扱
訟
を
、

第
六
章
で
は
統
計
報
中
一
口
、
第
七
章
を
雑
則
と
し
て
ゐ
る
。
本
書
の
取
扱
ふ
所
は
普
通
賞
際
界
に
於
て
枇
合
事
業
と

9

百
せ
ら
れ
る
も
の
と
略
ぽ
一
致
す
る
が
、
米
穀
法
や
簡
易
保
険
法
及
び
借
地
借
家
に
闘
す
る
法
規
を
、
真
に
は
明

白
に
枇
合
同
保
険
を
枇
合
事
業
と
目
し
て
ゐ
る
等
の
貼
に
於
て
注
意
営
惹
く
。

我
酬
に
於
け
る
「
枇
合
事
業
」
の
貴
際
的
概
念

第
凶
十
三
谷

七

第
五
抜

九
五



我
川
問
に
於
け
る
「
枇
合
計
中
業
」
の
山
町
際
的
概
念

第
凶

i
三
谷

「じ

銃
五
披

L
-
、

4
ノ
J

〆

三
、
結

言

以
上
之
営
要
す
る
に
、

一
、
岐
に
述
べ
た
る
如
く
枇
合
事
業
と
い
ふ
語
は
今
日
我
聞
に
於
て
は
世
合
一
一
般
の
通
用

語
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
一
台
人
の
研
究
に
よ
り
て
明
に
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
公
私
何
れ
の
場
合
に
於
て
も

そ
れ
は
決
し
て
明
確
な
る
概
念
や
組
問
乃
五
割
象
訟
も
っ
て
ゐ
る
の
引
し
な
い
。
佐
っ
て
等
し
く
似
合
事
業
の
名
一
か

伎
は
れ
て
ゐ
て
も
そ
の
内
宗
は
必
十
し
も
一
致
し
で
ゐ
な
い
。
殊
に
民
間
の
場
合
に
あ
り
で
は
ぞ
の
範
囲
の
極
め

て
雑
駁
な
る
も
の
が
あ
る
。
二
、
賞
際
界
に
於
け
る
枇
金
円
事
業
の
範
囲
は
右
の
如
く
必
宇
し
も
一
定
し
て
ゐ
な
い

が
、
さ
り
と
て
ぞ
の
問
何
等
の
一
致
結
も
な
い
左
い
ふ
わ
け
で
は
な
く
、
以
上
の
用
例
で
み
ら
る
〉
如
〈
そ
の
主

な
る
も
の
に
就
て
は
一
致
し
て
ゐ
る
左
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぱ
何
が
そ
の
主
な
る
も
の
か
と
い
ふ
に
、
ぞ

の
標
準
を
内
務
省
批
命
日
局
の
示
し
て
ゐ
る
枇
合
事
業
の
睡
系
や
分
類
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
内
務
省
祉
品
開
局

の
示
す
枇
命
日
事
業
の
膿
系
や
分
類
に
下
組
地
方
闇
睡
が
倣
へ
、
民
間
の
私
的
閤
鯉
も
亦
之
に
倣
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
卸
ち
〔
用
例
の
冗
〕
に
示
し
た
る
知
〈
児
童
保
護
・
極
構
保
護
・
失
業
防
止
及
救
掛
・
救
護
・
醤
療
保
護
が
そ
の
主
疏

を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
三
、
枇
合
事
業
の
宜
際
的
取
扱
上
、

枇
命
H

保
険
と
枇
合
同
教
育
で
あ
る
。
枇
A
W
H

保
険
は
祉
合
局
官
制
か
ら
み
れ
ば
営
然
枇
合
事
業
の
中
に
包
括
き
る
》
の

一
定
し
て
ゐ
な
い
も
の
h

中
最
も
重
要
な
る
は

で
あ
る
が
、
民
間
の
資
料
に
は
屡
や
之
を
奉
げ
ぎ
る
も
の
が
あ
り
、
官
臨
時
統
計
亦
必
中
し
も
そ
の
取
扱
を
明
白
に

し
て
ゐ
な
い
。
次
に
枇
合
教
育
は
文
部
省
批
舎
教
育
局
の
所
管
に
属
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
吐
合
事
業
と
見
倣
す



も
ベ
き
の
で
あ
る
か
否
か
、
又
或
は
そ
の
中
に
枇
曾
事
業
と
見
倣
す
べ
き
も
の
が
あ
る
か
否
か
、
こ
の
取
扱
も
官

醸
側
で
明
白
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
例
之
、

日
本
帝
闘
統
計
年
鑑
の
世
合
事
業
の
項
に
は
映
童
闘
機
閲
や
娯
柴
の
統
計

が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
映
室
岡
や
娯
融
市
は
文
部
省
枇
舎
教
育
局
の
取
扱
ふ
所
で
あ
る
。
内
務
省
祉
曾
局
の
所
管
で

あ
る
枇
命
百
数
化
と
文
部
省
枇
命
同
教
育
局
の
所
管
た
る
枇
合
教
育
と
は
必
や
し
も
巌
密
に
匝
別
し
難
い

S
の
が
あ
る

で
あ
ら
う
が
、
今
日
の
知
〈
あ
る
も
の
は
枇
合
致
育
と
世
曾
事
業
と
目
し
他
の
も
の
は
之
を
除
外
し
て
ゐ
る
が
如

き
不
統
一
は
放
任
し
て
置
く
べ
き
で
な
い
。
ぞ
の
他
例
外
的
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
褒
賞
や
資
金
・
共
漕
・
郵

使
年
金
等

T
b一
枇
九
同
日
何
事
業
と
み
な
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る
ち
の
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る
や
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内
務
省
管
業
以

外
の
一
世
舎
事
業
主
し
て
如
何
な
る
も
の
が
含
ま
る
〉
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
内
務
者
以
外
に
卸
ち
農
林
省
・
商
工

省
・
司
法
省
・
拓
務
省
等
に
枇
合
同
事
業
と
目
す
ペ
き
も
の
が
な
い
か
、
例
之
司
法
省
の
揮
放
者
保
護
事
業
の
如
き
は

明
に
一
枇
合
目
事
業
ー
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
他
省
の
如
何
な
る
事
業
を
枇
合
事
業
と
な
す
べ
き
か
に
就
て
は
決
定
さ
れ

て
ゐ
な
い
。
我
闘
の
枇
合
事
業
は
い
は
Y
各
省
割
接
的
に
行
は
れ
、
益
瞳
と
し
て
の
統
制
が
不
充
分
で
あ
る
。
枇
'

曾
改
良
の
叫
ぱ
る
、
今
日
、
一
枇
曾
事
業
を
岡
家
的
に
統
一
し
て
そ
の
聯
絡
会
密
に
し
合
理
的
且
つ
計
童
的
に
進
め

る
こ
と
が
念
務
の
一
つ
で
は
な
か
ら
う
か
。
玉
、
一
枇
合
事
業
費
の
統
許
に
於
て
、
枇
命
何
事
業
の
機
関
費
そ
含
ま
し

hυ

べ
き
か
否
h
y
、
官
膳
統
計
で
は
多
く
の
場
合
こ
れ
を
含
め
し
め
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
、
併
し
官
聴
統
計
上
の
枇

合
同
事
業
の
概
念
か
ら
み
れ
ば
之
を
除
く
を
至
賞
、
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
更
に
又
一
耽
命
日
事
業
に
闘
す
る
調
査
や
準
備

我
闘
に
於
け
る
「
枇
命
事
業
」
D
寅
際
的
概
念

第
四
十
三
谷

七

第
五
続

:fu 
七



我
酬
に
於
け
る
「
枇
合
事
業
」
の
貨
際
的
概
念

第
四
十
三
巻

七

匹I

第
ケ
虫
披

プL
，¥. 

を
も
枇
合
同
事
業
と
見
倣
し
て
ゐ
あ
場
合
色
あ
る
し
、
直
接
的
な
本
質
的
な
給
付
の
み
を
枇
合
事
業
と
み
て
ゐ
る
場

合
も
あ
る
。
吐
合
同
事
業
の
統
許
に
就
て
は
そ
の
取
扱
を
一
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
地
方
財
政
概
要
に
あ
ら
は

る
冶
枇
舎
事
業
の
内
容
を
整
理
し
純
化
す
る
必
要
が
大
で
め
る
。

思
ふ
に
、
枇
命
日
改
造
の
要
求
の
大
な
る
に
つ
れ
て
枇
命
日
事
業
も
亦
不
断
に
そ
の
範
園
ぞ
、
例
へ
ば
救
漕
よ
り
漁

防
へ
術
陣
的
よ
り
崎
極
的
へ
、

成
は
個
別
的
よ
り
い
腕
合
的
へ
と
い
ふ
棋
に
韻
帳
し
つ
?
の
る
。
背
じ
従
来
の
枇
合

事
業
そ
¢
も
の
が
蹴
充
せ
ら
名
、
〉
の
み
な
ら
ム
ペ
あ
ら
ゆ
る
行
政
に
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
枇
合
踊
利
的
概
念
日
か
浸
透

し
つ
〉
あ
る
の
が
今
日
の
大
勢
で
あ
る
。
き
れ
ば
極
端
に
い
へ
ば
今
日
の
一
枇
令
事
業
を
以
て
明
日
の
社
合
同
事
業
金

律
せ
ら
れ
ぬ
。
枇
命
日
事
業
の
観
念
も
機
能
も
組
へ
や
進
展
し
つ
〉
め
る
。
そ
の
絶
へ
ぎ
る
費
化
と
進
展
の
中
に
も

然
し
乍
ら
常
に
そ
の
本
質
を
見
失
は
や
臨
時
展
の
跡
を
臆
系
づ
け
ん
と
す
る
の
が
皐
珂
的
研
究
の
任
務
で
あ
る
が
、

賞
際
界
・
も
亦
常
に
そ
の
皐
理
の
研
究
と
相
侯
っ
て
そ
の
寅
際
的
取
扱
を
整
理
統
一
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本

の
枇
合
事
業
の
賞
際
も
特
に
乙
の
機
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
枇
合
同
事
業
の
賞
際
的
概
念
を
検
討
し
た
Y
け
で
も

知
ら
る
〉
の
で
あ
る
。


